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平成 29 年 3 月 8 日(水)、独立行政法人水資源機構の水路事業本部および総合技術センタ

ーより磯部水路事業部長をはじめ 11 名が農工部門を訪問し、技術情報交換会が開催されま

した。本交換会は、双方の研究成果等の紹介を通じて技術交流を図ることを目的としていま

す。 
 
技術情報交換会に先立ち、当部門が有する 3 つの研究施設を水資源機構の皆さんに案内

しました。初めに沿岸域減災研究棟において、安瀬地主任研究員より実験施設の説明を行っ

た後に南海トラフ地震で想定されている津波のデモを見学しました。沿岸域減災研究棟に

は、沿岸域集落全体を対象に空間的な津波挙動を再現できる実験施設があります。次に三次

元振動実験棟において、増川施設工学研究領域長より施設概要と三次元振動台の縮尺模型

による説明を行いました。三次元振動実験台は国内でも数少ない、大型模型の三次元振動実

験が可能な実験装置であり、農業用ダムの耐震性能に関する研究を進めています。最後に施

設減災研究棟において、同じく増川領域長より実験施設の概要の説明を行いました。施設減

災研究棟に設置されている遠心載荷実験装置は、遠心力を小型の模型に作用させることに

よって実物の構造物の挙動を再現することができる装置であり、載荷中に地震を模擬した

振動や豪雨を模擬した噴水を模型に作用させることができます。 
 
続いて開催された技術情報交換会では、以下の研究内容発表や情報提供がありました。 
【農村工学研究部門】 
・塩ビ管の漏水事故調査について 
・管水路の圧力波形と漏水の関係について 
・通水中の農業用水路トンネルを点検できる無人調査ロボット 
・UAV を活用した農業水利施設の効率的点検手法 
・大規模地震時の強震動生成域について 
【水資源機構】 
・水路施設における地震後の点検手法の高度化 
・初立池の耐震補強工事の施工について 
・ダムの耐震照査及び調整池安全点検 
・水路工設計指針・耐震編の改定 
 
各発表後には活発な質疑が交わされ、各課題について相互に情報共有し、盛会のうちに終

了しました。次年度は水資源機構側で開催される予定です。 
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